
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み
」

PICK UP

医
療
現
場
の
最
前
線
で
は
、日
々
、多
く
の
医
師
と

さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
が
連
携
し
て
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、緊
急
医
療
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

教え
てく
れるドクターは…

医療の
現場

I want to know
Medical scene
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淡海医療センター

　

湖
南
・
草
津
地
区
の
中
核
病
院
と
し

て
、24
時
間
体
制
で
緊
急
度
・
重
症
度
の

高
い
傷
病
者
の
受
け
入
れ
と
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。救
急
搬
送
さ
れ
た
方
や
時
間

外
に
直
接
来
院
さ
れ
た

方
、他
の
医
療
機
関
か

ら
紹
介
さ
れ
た
方
な
ど

幅
広
い
患
者
さ
ん
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
院
は
県
内

に
10
施
設
あ
る
災
害

拠
点
病
院
お
よ
び

D
M
A
T
指
定
医
療
機

関
の
1
つ
で
す
。大
規
模

災
害
や
多
数
の
傷
病
者

が
発
生
し
た
際
に
は
、

現
場
で
の
医
療
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。 淡海医療センター 院長補佐 兼

救急医療センター長

【専門分野】虚血性心疾患、心不全
【学会専門医・認定医】日本内科学会内科認定医

日本循環器学会循環器専門医
日本DMAT隊員

AHA-ACLS インストラクター、コースディレクター
AHA-BLS インストラクター

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
は
、医
療
チ
ー
ム
を

傷
病
者
の
も
と
へ
運
ぶ
車
両
の
こ
と
で
す
。

当
院
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は
、基
本
的
に

医
師
と
看
護
師
が
各
1
名
と
救
急
救
命

士
2
名
の
計
4
名
が
乗
車
し
、傷
病
者
の

も
と
に
向
か
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
目
的
は
、早
期
医
療

介
入（
診
療
の
前
倒
し
）で
す
。救
急
車
に

よ
る
病
院
搬
送
よ
り
も
早
く
医
師
の
診

察
・
治
療
方
針
の
決
定
が
可
能
と
な
り
、

1
分
1
秒
を
争
う
状
態
の
傷
病
者
に
対

し
て
救
急
隊
の
み
で
は
実
施
で
き
な
い
薬

剤
投
与
や
高
度
な
医
療
行
為
を
提
供
し

ま
す
。医
師
の
早
期
介
入
に
よ
り
救
命
率

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

当
院
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、救
急
車
と

同
様
の
車
両
を
使
用
し
、医
療
機
器
を

搭
載
し
て
い
る
た
め
、傷
病
者
の
搬
送
も

可
能
で
す
。

　

ま
た
、近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
で
心

筋
梗
塞
な
ど
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
Ｍ

Ｃ
Ｃ
Ｕ（
モ
ー
ビ
ル
Ｃ
Ｃ
Ｕ
／
心
臓
病

専
用
救
急
車
）と
し
て
、循
環
器
内
科

医
師
と
看
護
師
が
傷
病
者
の
も
と
に
向

か
い
、当
院
に
搬
送
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
紹
介・役
割

藤井 応理
ふじい まさのり

【趣味】
パンダ鑑賞・写真撮影
天体観測
（天体撮影）

早期医療介入
現場での迅速な

治療開始で救命率アップ

専門医療チーム
救急専門医と

看護師による高度医療

高度医療機器
ＩＣＵ並みの
医療機器を搭載

　

健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、皆
さ
ん
の
健
康
維
持
と
病

気
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
、健
診
と
予
防
医
療

を
実
践
し
て
い
ま
す
。最
新
の
医
療
機
器
と
情
報

通
信
技
術
に
よ
り
健
康
管
理
の
支
援
、保
健
指
導

や
医
療
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
で
、受
診
者
一
人
ひ

と
り
に
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
で
健
診
を
受
け
ら
れ
て
、未
来

の
安
心
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

南
草
津
健
診
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

島
津
　
章

お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

各
フ
ロ
ア
で
異
な
る

デ
ザ
イ
ン
の
内
装

My

お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

草
津
市
を

一
望
で
き
る
屋
上

My

本
校
は
、平
成
24
年
４
月
に
社
会
医
療
法
人
誠
光
会
を
母
体
に
開
校
し
た
、滋
賀

県
で
最
も
新
し
い
看
護
学
校
で
す
。学
生
生
活
の
場
と
し
て
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
も
充
実

し
て
お
り
、学
生
も
教
職
員
も
活
気
に
あ
ふ
れ
た
学
び
舎
で
す
。送
り
出
し
た
卒
業

生
は
3
7
7
名
に
の
ぼ
り
、そ
の
多
く
は
淡
海
医
療
セ
ン
タ
ー
や
淡
海
ふ
れ
あ
い
病

院
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
な
り
た
い
自
分
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、誠
光
会
と

連
携
し
た
臨
地
実
習
の
充
実
、本
校
な
ら
で
は
の
学
年
を
超
え
た
学
習
や
看
護
技

術
演
習
、き
め
細
や
か
な
学
習
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、看
護

師
国
家
試
験
の
合
格
率

の
高
さ
や
現
場
で
の
卒

業
生
の
活
躍
に
現
れ
て

い
ま
す
。

草
津
看
護
専
門
学
校

校
長髙

山
恵
美
子

お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

学
生
昇
降
口
か
ら
入
っ
た

1
階
の
フ
ロ
ア

My

お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

駐
車
場
奥
に
あ
る
畑

My

当
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、救
急
を

含
む
急
性
期
医
療
を
担
い
な
が
ら
、地
域
の
診
療
所
や
福
祉
施

設
と
連
携
し
、皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
医
療
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、わ
か
り
や
す
い
説
明
と
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、職
員
が
力
を
発
揮
し
や
す
く
、働
き
や
す
い
職
場
を

つ
く
る
こ
と
で
、医
療
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
こ
の
病
院
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、職
員
一
同
、力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

淡
海
ふ
れ
あ
い
病
院
は
病
床
数
1
9
9
床
の
回

復
期
・
慢
性
期
病
院
で
す
。地
域
密
着
型
病
院
と
し

て
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
を

目
指
し
、設
立
以
来
約
5
年
間
、活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。こ
の
地
域
も
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
在
宅
高
齢
者
の
医
療
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、2
0
2
5
年
4
月
に
在
宅
療
養

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。住
み
慣
れ
た
自

宅
で
人
生
の
最
後
ま
で
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
医
療
や

介
護
の
提
供
と
、い
わ
ゆ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。高
齢
者
医
療
や

在
宅
医
療
の
拠
点
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と

も
に
発
展
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

草
津
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、今
年
で
30
周
年
を
迎
え

ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
以
外
に
も
、通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン・
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン・
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン・訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン・居
宅

介
護
支
援
事
業
所
・
草
津
市
草
津
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
栗
東
市
栗
東
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設・運
営
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、医
師
、薬
剤

師
、介
護
福
祉
士
、介
護
職
、看
護
師
、理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、管
理
栄
養
士
、ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、支
援
相
談
員
な
ど
多
職
種
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
相
互
に
連
携
を
取
り

な
が
ら
業
務
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、労

働
力
の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、当
セ

ン
タ
ー
は
、社
会
医
療
法
人
誠
光
会
の
医
療
部
門
の
全

面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、往
診
や
訪
問
看
護
な

ど
、全
て
の
介
護
施
設
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、誠

光
会
が
持
つ
医
療
知
識
・
技
術
を
生
か
し
、さ
ら
に
、地

域
の
介
護
・
医
療
関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
て
利
用
者

さ
ま
を
支
え
、地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、地
域
に
根

ざ
し
た
介
護
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
が

そ
び
え
る
外
来
待
合

My

淡
海
ふ
れ
あ
い
病
院

病
院
長・草
津
介
護
医
療
院

施
設
管
理
者

平
野
正
満

介
護
事
業
局

局
長・草
津
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

施
設
長

横
野
　
諭

６階まで
吹き抜けており
日差しが
心地よいです

利用者さんの
散歩コース上に
あります！

看護師に
興味がある方は
ぜひ一度

見学に来てね！

5

イベント時には
開放しています。

淡
海
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
長

森
谷
季
吉

も
り
た
に
　
す
え
よ
し

し
ま
づ
　

あ
き
ら

た
か
や
ま
　
え
　
み
　
こ

よ
こ
の
　

さ
と
し

ひ
ら
の
　
ま
さ
み
つ



救急医療センター
淡海医療センター

ドクターカー
実際の動き
土日祝を除く

平日8：30～17：00に運行

Q A&
Q.診療費はかかりますか？
ドクターカーが現場に行き医師が診察及び処置した場合には、保険診療内にて
往診料・救急搬送診療料、処置に対する診療費が発生します。

Q.ドクターカーがあって
  「本当によかった」と感じた出来事はありますか？
旅行者が心肺停止となり、当院のドクターカーが出動。現場で救命処置を施し心拍が再開、担当医師が緊急の
カテーテル治療の必要性を判断。病院と連携して治療準備を進め、搬送後すぐにカテーテル治療を実施。
数時間後には会話が可能となり、社会復帰も果たされました。
現場での診察と病院との連携により、迅速な治療が命を救った症例です。

ドクターカーについて教えて

ドクターカー携帯資機材
●人工呼吸器
●吸引器
●生体監視モニター
● ＡＥＤ
●超音波診断装置
  （エコー）

●薬剤バック
●骨髄針
●気道確保セット
●点滴セット
●酸素ボンベ

●外傷バック
・胸腔ドレナージ
・開胸セット、
・心嚢穿刺セット
・輪状甲状靭帯
 切開セット

１１９番通報
・ 現場での5分の診断の遅れが
命に直結する
・ 初動を充実し患者を救いたい

通報～出動の流れ
ドクターカーは、119番通報を受けた
消防局通信指令員が重症と判断した
場合に出動要請されます。事前に定め
られたキーワードに該当する場合、消
防救急車に続いてドクターカーが同時
要請されます。 (同時要請)

また、先着の救急隊が傷病者に接触した際に重症でありドクターカーが必要と判
断した場合も出動要請されます。(現着後要請)一方で、救急隊が軽症または救急
隊のみで対応可能と判断した場合は、出動要請がキャンセルされます。なお、ドク
ターカーは一般市民からの要請はできません。

消防局

現 場

車内には
医療機器を
搭載

ドクターカーは病院に搬送される
までの間に医師が治療を開始できます。
これにより、救命率の向上や後遺症の
軽減につながります。

救急車が
現場に急行

医療チームが同行するため薬剤投与などの高度な医療行為を提供できます

出動前の資機材確認

出動要請受け入れ

2分以内
出動

出動内容を共有し資機材をもって
安全靴、ヘルメットを装着し出動

車内で救急隊と情報共有
必要になりそうな物品を準備

搬送先の病院を選定

現場
到着

車両
収容

病院
到着 搬送

傷病者に接触し診察開始点滴などの処置をしながら
医師、看護師同乗のもと搬送

搬送先病院に到着、申し送り

サイレンと
緊急走行にご理解・
ご協力をお願いします

ドクターカーの

緊急時に安全かつ迅速に現場に
赴き、病院へ搬送するために
サイレンを鳴らします。

ドクターカーは道路交通法に
基づいた緊急車両です！

出動要請の主なキーワード
心肺停止
意識レベル低下

呼吸困難

胸痛 重症交通外傷

通報内容から重症
と判断した場合、病
院へドクターカーの
出動を要請

病院

ドクターカーも
現場に急行

医療チームによる初期治療開始

1分 1秒でも早く
患者さんのもとへ

救急医療の現場では、1分1秒でも
早く治療を開始することが、患者さ
んの命を救うこと、また後遺症を減
らすことに直結します。

救命率向上のポイント
・医師による早期治療
•救急隊との情報共有
・搬送中の継続的な治療
・受け入れ病院との連携

100

75

50

25

0

1分 2 3 5 10 15 30 1時間
時間経過

死
亡
率
（
％
）

多量出血呼吸停止心臓停止

心臓停止後
3分で
死亡率
約50％

呼吸停止後
10分で
死亡率
約50％

多量出血
30分で
死亡率
約50％




